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2020-2021年度国際ロータリーテーマ

2020-2021年度国際ロータリー会長　Holger Knaack（ホルガー・クナーク）

　私は今から４１年前の１９７９年昭和５４年８月、高校１年生の夏に
伊予三島ロータリークラブから初めての短期研修旅行生として、アメリ
カのサンディエゴに３週間行かせていただきました。なぜ私が行くよう
になったのかと申しますと、伊予三島ロータリークラブとして初めての
ことだったので、まずロータリアンの子供さんの中からということにな
り、当時高校生5～６人が希望をし、面接をするわけでもなく、確か親
たちのクジ引きで私の父が「当たった」と言うのを聞いた覚えがあります。

第３２１７回　 　　　  　　　　例　　会　　記　　録　　　　 　　　 　令和２年 10 月 16 日

開会　佐藤慎輔　会長

来賓紹介
　1979-80 年度短期研修学生　山下千秋様
　1980-81 年度長期交換派遣学生　福本陽子様

来訪ロータリアン紹介
　（川之江）佐々木敬史　氏

出席報告 
　出席会員（３１名中）　　　　 　２９名
　出席免除　　　　　　　　　　　　１名
　出席率　　　　　　　　　９６．６７％
　第３２１５回修正出席率　  　１００％

会長の時間

幹事報告
・例会変更通知
（観音寺東）
①日時　１０月２７日(火)　夜間例会
　場所　観音寺グランドホテル
②日時　１１月　３日(火)　休会(文化の日)
③日時　１１月１７日(火)　夜間例会
　場所　観音寺グランドホテル

（新居浜南）
　日時　１１月１７日(火)　夕刻例会

例会行事
国際奉仕委員会
　大西克弘　委員長

ニコニコ紹介
佐藤慎輔会長～
　交換派遣学生として、今日来て頂きました山下
千秋様、福本陽子様　ありがとうございます。

渡邊吉和幹事～
　山下千秋さん　福本陽子さん　本日はよろしく
お願い致します。

大西克弘国際奉仕委員長～
　本日の例会は国際奉仕委員会の担当です。山下
千秋さん　福本陽子さん　本日の卓話ありがとう
ございます。よろしくお願いします。

外山英敏君～
　本日は元会員のお嬢さんお二方に久方ぶりにご
来訪頂いています。旧姓・合田千秋さん現在山下
さんと旧姓・大西陽子さん現在福本さんです。
　お二方とも伊予三島ロータリークラブがアメリ
カへ派遣致しました。短期研修学生と長期交換留
学生です。本日の卓話をお願いしてあります。
久しぶりのご訪問有難うございました。

結婚記念祝～井原博史君、　井原　伸君

国際奉仕委員会

「アメリカ短期研修旅行」

山 下 千 秋 (旧姓 合田）
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第３２１７回

１１月６日プログラム予定

ロータリー財団委員会

私のホストファミリーは６０歳の Ninaさんと言い、ご主人を亡くし小さい犬と生活していました。犬
の名前は「スコシ」でした。一度ご夫婦で日本に来たことがあり、その時覚えた日本語の中に「小さい
＝少し」というのがあったようです。3週間、午前中はみんなで研修をし、午後や週末はスポーツや社
会見学、観光など毎日いろいろな所へ行き、感激の連続でした。ディズニーランドやメキシコのティファ
ナへも行きました。アメリカはとても広大でみんな親切でした。その頃は見たことがなかった食器洗
い機や乾燥機がどの家庭にもあり、「さすがアメリカ」と思った記憶があります。私にとってこの研修
旅行は海外に行くのはもちろん飛行機に乗るのも初めてのことで，期待と不安で今思い出しても夢を
見ていたような3週間でした。自分の目で他国を見、生活し、見聞を広められたことはとても有意義で
一生の思い出になっています。改めて当時の事を思い出す機会を与えてくださり、今日はありがとう
ございました。

種を越えて愛情や友情を育むことができることも知りました。帰国後も1番目のホストファミリーでフ
ロリダにも連れて行ってくださった Coultas夫妻がこちらに来てくださり、父から直に感謝の言葉を
伝えることができ嬉しかったです。米国に日本からロータリー交換留学生として来ていた人たちとは
時々会ってあの頃の思い出話をします。フィリピンから来ていた留学生とも一昨年に奈良で再会しま
した。フィリピンは公用語が英語で、日本人留学生が言葉に苦労している間、他の人達と普通に話し
ていました。今、どの小中学校にも (大阪は保育園や幼稚園にも )ACTが派遣され、ネイティブの生の
英語を聞くことができます。それはとても貴重で大切な経験になると思います。今、私が大阪で教え
ていた生徒たちが何人も留学に行っていたり、留学から帰って来たりしています。この情報社会の中
ですら、皆思っていたのと違うと口々に言います。百聞は一見に如かずとあるように、若い子達には
どんどん日本の外に出て世界を自分の目で見て来て欲しいです。きっと私のように考え方が１８０度
変わって強くなれると思います。強すぎますが…、今でも保護猫活動での外国人への対応。インスタ
グラムでの友人作り、オンラインゲームでの外国人への説明など、英語は私の事を運ぶツールになっ
ています。何度も言いますがこのような経験をする機会を与えてくださったロータリークラブの活動
に心より感謝と敬意を表します。ありがとうございました。

大 西 陽 子 (現在 福本）

40年前を振り返って－長期交換留学生

　希望と不安で胸を躍らせながら、米国 N.J.州747地区での留学に向
かい、無事に戻って来てから早40年。まだ留学という物があまり知ら
れてない中、不安よりも期待を持って出発できる環境を作ってくだ
さった当時のロータリアンの皆様、松井先生には、本当に感謝しかあ
りません。文化も習慣も見た目も違う環境の中、温かいホストファミ
リーや友人に見守られ、人生においてとても貴重な忘れられない経験
をさせていただきました。相手を思う気持ちがあれば国籍、性別、人


